
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
活動実践 

●地域の人たちが集まり話し合う 

●みんなで悩み、考え、やってみる

●集落内が明るく元気になる 

ワークショップ③ 
《行動計画の作成》

ワークショップ② 
《改善目標の作成》

ワークショップ① 
《活動の振り返り》

・地域づくりリーダー育成支援 

・実践活動支援                       ・行動計画書づくり支援 

1～2年 3～5年 ５年～ 行政 中山間
農家
個別

集落 その他

○ 水路の草刈・土砂上げ作業 ○ ○ ○
維持管理

組合

○ 耕作放棄地への花植え作業 ○ ○

○
道路沿い・ため池周囲へ
の花植え作業

○ ○

○ 農道の草刈やわだちの補修 ○ ○ ○

○ 耕作放棄地の草刈や除草剤散布 ○ ○

○ 耕作放棄地の解消（整備） ○ ○

○
環境美化活動
（空き缶拾いなど）

○ ○

○
他地域への視察研修
研修会の開催

○ ○

○ ため池の草刈作業 ○ ○ ○

○ 河川清掃（幹線用排水路） ○ ○ ○

○
水路の整備
（板柵工やコンクリート水路）

○ ○ △ ○

○
棚田ビューポイントの設置
（見晴台、お立ち台など）

○ ○ ○

継続
評価

計
画
反
映

平成22年7月29日時点の計画

・人手不足により時間がかかる
・土砂の処分方法

実施するに当たって
の課題など

項　　　目

着手時期 役割分担・主体

・土地所有者からの了解が必要
・植栽後の維持管理が必要

・参加者集めが大変
・賃金払いの不平等さがある（協定受益者）

・作業人夫の確保が必要
・耕作放棄地増加に伴い、管理が大変
・所有者の了解が必要

・視察場所の選定
・研修内容（誰を対象に何を目的に）を決める

・棚田風景のビューポイント箇所はどこか
・たて看板、設置場所、設置方法の検討

・整備費がかかり、受益者負担が伴う
・計画的な整備場所（優先順位）の選定
・共用部分が後回しになっている

・人手不足により時間がかかる
・計画的な補修場所（優先順位）の選定
・人力施工は不可能（重機の調達）

・植栽場所（換地or民地）の選定が必要
・町からの了解が必要
・花苗代の負担が伴う
・植栽後の維持管理が必要

・参加者集めが大変
・活動の主体が明確でない

・人手不足により手間や時間がかかる

・土地所有者の同意が必要
・事業費負担が伴う
・解消後に何を植えるのか

【 海上集落 】行動計画整理表①
作業シート３

『ほたる舞う 棚田の郷 海上 
  ～自然 100％ 人も米も！～  』 

みんなで取り組むから 

頑張れる！ 

集落ぐるみの 
棚田保全がスタート

成 果 

新たな行動計画 
（集落マスタープラン）

地域づくり 
ワークショップ 

１３ 

山形県農山漁村地域づくりプランナー 

地域づくりワークショップなど 
の企画、運営を支援 

プランナーＮｏ，８ 菅井さやか 
（庄内総合支庁農村整備課） 

山形県では、農山漁村元気づくり

応援プランを掲げ、元気ある地域づ

くりを推進している。これらの地域

づくりワークショップ等を企画運営

できる人材として、県が定めた現

場、企画、実践研修を終了した職

員をプランナーとして認定し、地域

づくりを支援している。 

海上地区の皆さん 

の笑顔が素敵でした。

これからもがん 

ばってください。 

にご相談ください。 
（お問い合わせは裏表紙（P20）の連絡先まで） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み
ん
な
で
取
り
組
む
元
気
な
地
域
づ
く
り 

集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

を
作
ろ
う 

 
 
 
 
 
 
 
  

か
い
し
ょ
う 

高
畠
町
海
上
集
落 

農
村
景
観
が
美
し
い 

海
上
集
落 

海
上
集
落
は
、
高
畠
町
の
南
部
に

あ
る
棚
田
景
観
の
美
し
い
地
域
で
あ

る
。 集

落
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
が
拡
大
し､

環
境
が
悪
化
し
て

い
く
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
12
年
度
か
ら
中
山
間
地
域
の

農
業
を
支
援
す
る
中
山
間
直
接
支
払

制
度
に
取
り
組
み
、
棚
田
や
優
良
農

地
の
保
全
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。 平

成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
３

期
対
策
の
協
定
締
結
に
当
た
っ
て
は
、

将
来
を
見
据
え
た
計
画
と
す
る
た
め
、

山
形
県
の
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
派

遣
事
業
を
活
用
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
海
上
え
が

お
花
咲
く
物
語
」
を
作
成
。
集
落
が
目

指
す
将
来
像
に
つ
い
て
皆
で
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

足りないこと 

【生活や環境】 

・集落内の楽しみが少ない 

・助け合いの輪が足りない 

・物事に消極的 

【棚田の農業】 

・担い手がいない 

・農業者が高齢化 

・耕作放棄地が止まらない 

・水路が小さく、あふれる 

良いこと 

【生活や環境】 

・住み心地がとてもよい 

・空気・水がきれい 

・ホタルもいて自然が豊か 

【棚田の農業】 

・農作物を育てる良い環境 

・棚田がきれい、美しい 

ひとりでは… 

●農業を続ける自信がない

●棚田の保全が厳しい 

課 題 

現況活動の点検・確認 
良いこと・足りないこと 
課題の洗い出し 

これまでの取組 

道
路
整
備

水
路
の
土
手
整
備 

耕
作
放
棄
地
の
整
備

花
壇
の
整
備

農山漁村活性化 
プロ派遣事業 

・県内外の事例紹介       ・地域診断技術の提供 

・地域づくりワークショップ等開催支援 

１０年後の 
集落について 
話し合って 
みませんか？ 

１２

地域づくり
レポート 


